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ESXi上でRoCE v2を使用するファブリック（NVMeoF）を
介して NVMeを使用する際のガイドライン

一般的なガイドラインと制限事項

• Ciscoでは、UCSハードウェアとソフトウェアの互換性をチェックして、NVMeoFのサ
ポートを判断することを推奨します。NVMeoFは、Cisco UCS Bシリーズ、Cシリーズ、
および Xシリーズのサーバでサポートされています。

• RoCE v2を使用したNonvolatileMemory Express（NVMe）over RDMAは、現在、Cisco VIC
15000シリーズアダプタでのみサポートされています。

• RoCEv2インターフェイスを作成する場合は、シスコが推奨するキューペア、メモリリー
ジョン、リソースグループ、およびサービスクラスの設定を使用してください。キュー

ペア、メモリ領域、リソースグループ、およびサービスクラスの設定が異なると、NVMeoF
の機能が保証されない可能性があります。

• RoCE v2は、アダプタごとに最大 2つの RoCE v2対応インターフェイスをサポートしま
す。

• NVMeoFネームスペースからのブートはサポートされていません。

•レイヤ 3ルーティングはサポートされていません。
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•システムクラッシュ時に crashdumpを NVMeoFネームスペースに保存することはサポー
トされていません。

• NVMeoFは、usNIC、VxLAN、VMQ、VMMQ、NVGRE、GENEVEオフロード、ENS、お
よび DPDK機能とともに使用することはできません。

• Cisco Intersightは、RoCEv2対応のvNICに対してファブリックフェールオーバーをサポー
トしません。

• Quality of Service（QoS）no dropクラス構成は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチなどの
アップストリームスイッチで適切に構成する必要があります。QoSの設定は、異なるアッ
プストリームスイッチ間で異なります。

•スパニングツリープロトコル（STP）を使用している場合、フェールオーバまたはフェー
ルバックイベントが発生したときに、ネットワーク接続が一時的に失われる可能性があり

ます。この接続性の問題が発生しないようにするには、アップリンクスイッチで STPを
無効にします。

ダウングレードのガイドライン：最初に RoCEv2構成を削除してから、Cisco UCS Managerリ
リース 4.2(3b)バージョンよりも前のリリースバージョンにダウングレードします。

ESXiの要件
ESXiでの RoCE v2の構成と使用には、次のものが必要です。

• VMWare ESXiバージョン 7.0 Update 3。

• Cisco UCS Managerリリースバージョン 4.2(3b)以降。

• VICファームウェア 5.2(3x)以降のバージョン。

•ドライババージョン、nenic-2.0.4.0-1OEM.700.1.0.15843807.x86_64.vibは、CiscoUCSManager
4.2(3b)リリースパッケージで、標準 eNICと RDMAの両方のサポートを提供します。

• NVMeoF接続をサポートするストレージアレイ。

Cisco Intersightでの RoCE v2 for NVMeoFの構成
Cisco Intersightで RoCE v2インターフェイスを構成するには、次の手順に従います。

RDMAパケットドロップの可能性を回避するには、ネットワーク全体で同じ非ドロップ COS
が構成されていることを確認してください。次の手順に従えば、システム QoSポリシーで非
ドロップクラスを構成して、RDMAでサポートされているインターフェイス用に使用できま
す。
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手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）]に移動します。[ポリシーの作成（Create
Policy）]をクリックし、[UCSドメイン（UCS Domain）]プラットフォームタイプを選択し、
[システム QoS（System QoS）]を検索または選択して、[Start（開始）]をクリックします。

ステップ 2 [全般（General）]ページでポリシー名を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。次に、
[ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、次のようにシステムQoSポリシーのプロパティ
設定を構成します。

• [優先順位（Priority）]で、[プラチナ（Platinum）]を選択します。

• [パケットドロップを許可（Allow Packet Drops）]チェックボックスをオフにします。

• [MTU]については、値を 9216に設定します。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 4 システム QoSポリシーをドメインプロファイルに関連付けます。
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（注）

詳細については、「ドメインポリシーの構成」の「システムQoSポリシーの作成」および「ド
メインプロファイルの構成」を参照してください。

システム QoSポリシーが正常に作成され、ドメインプロファイルに展開されます。

次のタスク

LAN接続ポリシーで RoCE v2 vNIC設定を使用してサーバプロファイルを構成します。

LAN接続ポリシーで RoCE設定を有効化する
RoCEv2 vNICを構成するには、次の手順に従います。Cisco Intersight LAN接続ポリシーでは、
次のようにLinux構成向けのイーサネットアダプタポリシーのRoCE設定を有効にできます。

手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）]に移動します。[ポリシーの作成（Create
Policy）]をクリックし、[UCSサーバ（UCS Server）]プラットフォームタイプを選択し、
[LAN接続ポリシー（LAN Connectivity policy）]を検索または選択して、[Start（開始）]をク
リックします。

ステップ 2 ポリシーの [全般（General）]ページで、ポリシー名を入力し、[ターゲットプラットフォーム
（Target Platform）]として [UCSサーバ（スタンドアロン）（UCS Server（Standalone））]ま
たは [UCSサーバ（FIアタッチ）（UCS Server（FI-Attached）））]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 3 [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、[vNICの追加（Add vNIC）]をクリックして新
しい vNICを作成します。

ステップ 4 [vNICの追加（Add vNIC）]ページで、構成パラメータに従って RoCE v2 vNICを有効にしま
す。

a) [全般（General）]セクションで、仮想イーサネットインターフェイスの名前を入力しま
す。

b) スタンドアロンサーバの場合は、[Consistent Device Naming（CDN）]をクリックするか、
FIアタッチサーバの [フェールオーバー（Failover）]をクリックして、次の手順を実行し
ます。

• [イーサネットアダプタ（EthernetAdapter）]の下で、[ポリシーの選択（SelectPolicy）]
をクリックします。

• [ポリシーの選択（Select Policy）]ウィンドウで、[新規作成（Create New）]をクリッ
クして、イーサネットアダプタポリシーを作成します。

•イーサネットアダプタポリシーの [全般（General）]ページで、ポリシーの名前を入
力し、[次へ（Next）]をクリックします。

•イーサネットアダプタポリシーの [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、次の
プロパティ設定を変更します。

• [RoCEの設定（RoCE Settings）]

• [コンパージドイーサネット上の RDMAを有効にする（Enable RDMA over
Converged Ethernet）]をスライドして有効にし、この仮想インターフェイス
の RoCEを設定します。

• [キューペア (Queue Pairs)]で、1024を選択するか、入力します。

• [メモリーリージョン（Memory Regions）]で、131072を選択するか、入力し
ます。

• [リソースグループ（Resource Groups）]で、8を選択するか、入力します。

• [バージョン（Version）]で、[バージョン 2（Version 2）]を選択します。

• [サービスクラス（Class of Service）]で、5を選択します。

• [割り込み設定（Interrupt Settings）]

• [割り込み（Interrupts）]で、256を選択するか、入力します。

• [割り込みモード（Interrupt mode）]で、[MSIx]を選択します。

• [割り込みタイマー（Interrupt Timer）]で、125を選択します。

• [割り込み調停タイプ（Interrupt Coalescing Type）]で、[最小（Min）]を選
択します。

• [受信（Receive）]の設定
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• [受信キュー数（Receive Queue Count）]で、1を選択するか、入力します。

• [受信リングサイズ（Receiving Ring Size）]で、512を選択するか、入力しま
す。

• [送信（Transmit）]の設定

• [送信キュー数（Transmit Queue Count）]で、1を選択するか、入力します。

• [送信リングサイズ（Transmit Ring Size）]で、256を選択するか、入力しま
す。

• [完了（Completion）]の設定

• [完了キューカウント（Completion Queue Count）]で、2を選択するか、入
力します。

• [完了リングサイズ（Completion Ring Size）]で、1を選択するか、入力しま
す。

• [アップリンクフェールバックタイムアウト（秒）（Uplink Failback
Timeout）]で、5を選択するか、入力します。

• [作成（Create）]をクリックして、上記で定義した設定でイーサネットアダプタポリ
シーを作成します。

• [追加（Add）]をクリックして設定を保存し、新しい vNICを追加します。

（注）

*が付いているすべてのフィールドは必須です。適切なポリシーに従って入力または
選択されていることを確認してください。
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ステップ 5 [作成（Create）]をクリックし、RoCE v2設定によって LAN接続ポリシーを完成させます。

ステップ 6 LAN接続ポリシーをサーバプロファイルに関連付けます。

（注）

詳細については、「UCSサーバポリシーの構成」の「LAN接続ポリシーの作成」および「イー

サネットアダプタポリシーの作成」および「UCSサーバプロファイルの構成」を参照してく
ださい。

イーサネットアダプタポリシーの vNIC設定を含む LAN接続ポリシーが正常に作成および展
開され、RoCE v2設定が有効になります。

次のタスク

RoCEv2のポリシー構成が完了したら、ホストシステムでNVMeoFのRoCEv2を構成します。

NENICドライバのインストール

始める前に

イーサネットネットワークインターフェイスカード（eNIC）のリモートダイレクトメモリ
アクセス（RDMA）ドライバには、nenicドライバが必要です。

手順

ステップ 1 eNIC vSphereインストールバンドル（VIB）またはオフラインバンドルを ESXiサーバにコ
ピーします。

ステップ 2 次のコマンドを使用して、nenicドライバをインストールします。
esxcli software vib install -v {VIBFILE}
or
esxcli software vib install -d {OFFLINE_BUNDLE}

例:

esxcli software vib install -v /tmp/nenic-2.0.4.0-1OEM.700.1.0.15843807.x86_64.vib

（注）

VIBの署名に使用されている証明書によっては、ホスト許容レベルの変更が必要になる場合が
あります。これを行うには、次のコマンドを使用します。

esxcli software acceptance set --level=<level>
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インストールされている VIBのタイプによっては、ESXをメンテナンスモードにする必要が
あります。これは、クライアントを介して実行するか、上記の esxcliに --maintenance-modeオ
プションを追加することで実行できます。

次のタスク

ESXi NVMe RDMAのホスト側を構成します。

ESXi NVMe RDMAのホスト側の構成

NENIC RDMAの機能
Linuxと ESXiの RDMAの主な違いの 1つを以下に示します。

• ESXiでは、物理インターフェイス（vmnic）のMACは RoCEv2トラフィックに使用され
ません。代わりに、VMkernelポート（vmk）のMACが使用されます。

発信 RoCEパケットはイーサネット送信元MACフィールドの vmrk MACを使用します。
着信 RoCEパケットは、イーサネット接続先macフィールドの vmk MACを使用します。
vmkMACアドレスは、作成時に vmkインターフェイスに割り当てられるVMwareMACア
ドレスです。

• Linuxでは、物理インターフェイスMACがROCEパケットの送信元MACアドレスフィー
ルドで使用されます。この LinuxMACは通常、UCSManagerを使用してVNICに構成され
た Cisco MACアドレスです。

ホストに sshで接続し、esxcli network ip interface listコマンドを使用すると、MACアドレス
を確認できます。
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ホスト、仮想マシンにネットワーク接続を提供し、VMkernelトラフィックを処理するには、
vSphere標準スイッチを作成する必要があります。作成する接続タイプに応じて、VMkernelア
ダプタを使用して新しい vSphere標準スイッチを作成するか、物理ネットワークアダプタのみ
を新しいスイッチに接続するか、または仮想マシンポートグループを使用してスイッチを作

成することができます。

ネットワーク接続スイッチの作成

次の手順に従って、ホスト、仮想マシンにネットワーク接続を提供し、VMkernelトラフィッ
クを処理するための vSphere標準スイッチを作成します。

始める前に

nenicドライバがあることを確認します。以下の手順に進む前に、nenicドライバをダウンロー
ドしてインストールします。

手順

ステップ 1 vSphere Web Clientで、ホストに移動します。

ステップ 2 [構成（Configure）]タブで、[ネットワーキング（Networking）]を展開し、[仮想スイッチ
（Virtual Switches）]を選択します。

ステップ 3 [ネットワーキングの追加（Add Networking）]をクリックします。

使用可能なネットワークアダプタの接続タイプは次のとおりです。

• Vmkernelネットワークアダプタ
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ホスト管理トラフィックを処理する新しい VMkernelアダプタを作成します。

•物理ネットワークアダプタ

物理ネットワークアダプタを新しい、または既存の標準スイッチに追加します。

•標準スイッチの仮想マシンポートグループ

仮想マシンネットワーキング用の新しいポートグループを作成します。

ステップ 4 接続タイプ [Vmkernelネットワークアダプタ（Vmkernel Network Adapter）]を選択します。

ステップ 5 [新しい標準スイッチ（New standard switch）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 物理ネットワークアダプタを新しい標準スイッチに追加します。

a) [割り当て済みアダプタ（Assigned Adapters）]で、[新しいアダプタ（New Adapters）]を
選択します。

b) リストから 1つ以上のアダプタをセレクトし、[OK]をクリックします。スループットの
向上を促し、冗長性を得るため、[アクティブ（Active）]リストで少なくとも 2つの物理
ネットワークアダプタを追加してください。

c) （オプション）上矢印キーと下矢印キーで、[割り当て済みアダプタ（AssignedAdapters）]
リスト内のアダプタの位置を変更します。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 VMadapterまたはポートグループ用に作成した新しい標準スイッチに対し、アダプタまたは
ポートグループの接続設定を入力します。

a) VMkernelアダプタのトラフィックタイプを表すラベルを入力します。
b) ネットワークトラフィックのルーティングでVMkernelが使用するVLANを識別するため
の、VLAN IDを設定します。

c) [IPv4]、[IPv6]、またはその両方を選択します。
d) ドロップダウンメニューからMTUサイズを選択します。特定のMTUサイズを入力する
場合は、[カスタム（Custom）]を選択します。最大MTUサイズは 9000バイトです。

（注）

1500より大きいMTUを設定すれば、ジャンボフレームを有効にすることができます。

e) VMkernelアダプタの TCP/IPスタックを設定した後、 TCP/IPスタックを選択します。

デフォルトの TCP/IPスタックを使用するには、使用可能なサービスから選択します。

（注）

VMkernelアダプタの TCP/IPスタックは、後から変更できないことに注意してください。

f) IPV4または IPV6設定、あるいはその両方を構成します。

ステップ 8 [完了の準備]ページで、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 9 次の結果に示すように、vSphereクライアントでNVMeRDMAを使用してVMアダプタまたは
ポートグループの VMkernelポートを確認します。
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NVMeRDMAを使用するVMアダプタまたはポートグループのVMkernelポートは、以下のよ
うになります。

NVMeRDMAがサポートされている vmnicで作成された VRDMAポートグループは、次のよ
うに表示されます。

次のタスク

vmrdmaポートの上に vmhbaポートを作成します。

ESXiでの VMVHBAポートの作成
vmrdmaアダプタポートの上に vmhbaポートを作成するには、次の手順に従います。

始める前に

ストレージ接続用のアダプタポートを作成します。
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手順

ステップ 1 ESXiホストが接続されている vCenterに移動します。

ステップ 2 [ホスト（Host）] > [構成（Configure）] > [ストレージアダプタ（Storage adapters）]の順にク
リックします。

ステップ 3 [+ソフトウェアアダプタの追加（Add Software Adapter）]をクリックします。次のダイアロ
グボックスが表示されます。

ステップ 4 [RDMAアダプタ上にソフトウェアNVMeを追加（Add software NVMe over RDMA adapter）]
と、使用する vmrdmaポートを選択します。
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ステップ 5 [OK]をクリックします。

RDMAストレージアダプタ上の VMware NVMeの vmhbaポートは、次の例のように表示され
ます。

vmnicおよび vmrdmaインターフェイスの表示
ESXiは、ホストに構成された各 nenic VNICに対して vmnicインターフェイスを作成します。

始める前に

ネットワークアダプタと VHBAポートを作成します。

手順

ステップ 1 sshを使用してホストシステムにアクセスします。

ステップ 2 esxcfg-nics -lと入力して、 ESXi上の vmnicを一覧表示します。

esxcli network nic list

ESXiでの RoCEv2を使用した NVMeoFの構成
13

ESXiでの RoCEv2を使用した NVMeoFの構成

vmnicおよび vmrdmaインターフェイスの表示



ステップ 3 esxcli rdma device listを使用して、vmrdmaデバイスを一覧表示します。enicドライバがRDMA
対応 VNICの RDMAデバイスを ESXiに登録すると、 ESXiは vmrdmaデバイスを作成し、対
応する vmnicにリンクします。

ステップ 4 esxcli rdma device protocol listを使用して、vmrdmaインターフェイスでサポートされているプ
ロトコルを確認します。

enicの場合、RoCE v2がサポートされている唯一のプロトコルであることがリストから分かり
ます。このコマンドの出力は、VNICの RoCEv2設定と一致しているはずです。

ステップ 5 esxcli nvme adapter listを使用して、NVMeアダプタと、それが構成されている vmrdmaおよび
vmnicインターフェイスを一覧表示します。

ステップ 6 esxcli storage core adapter listを使用して、システム内のすべての vmhbasを一覧表示できます。
RDMAを介して構成された vmhba。

（注）

vmhba64および vmhba65の場合、ドライバのリンク状態にOnlineではなく link-n/aと表示され
ることがあります。これは、 ESXi 7.0 Update 3の既知の問題です。詳細については、既知の問
題 - ESXiを参照してください。

NVMeファブリックと名前空間の検出
この手順は、 ESXiコマンドラインインターフェイスを使用して実行します。
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始める前に

アダプタの VMHBAで NVMeを作成して構成します。アダプタの最大数は 2で、ベストプラ
クティスは両方をフォールトトレランス用に構成することです。

手順

ステップ 1 vmrdmaデバイスの NVMeをチェックして有効にします。

esxcli nvme fabrics enable -p RDMA -d vmrdma0

NVMeが有効になっているかどうかを示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 次のコマンドを入力して、アレイ上の NVMeファブリックを検出します。

esxcli nvme fabrics discover -a vmhba64 -l transport_address

esxcli nvme fabrics discover -a vmhba64 -l 50.2.84.100の実行結果を示す図

出力では、トランスポートタイプ、アドレスファミリ、サブシステムタイプ、コントローラ

ID、管理キュー、最大サイズ、トランスポートアドレス、トランスポートサービス ID、およ
びサブシステム NQNの情報が表示されます。

NVMeコントローラに出力が表示されます。

ステップ 3 NVMeファブリックインターコネクトを実行します。

esxcli nvme fabrics discover -a vmhba64 -l transport_address p Transport
Service ID -s Subsystem NQN

ステップ 4 手順 1～ 4を繰り返して、2番目のアダプタを構成します。

ステップ 5 設定を確認します。

a) コントローラリストを表示して、NVMeコントローラが存在し、動作していることを確認
します。

esxcli nvme controller list RDMA -d vmrdma0

b) ファブリックがアダプタを介してコントローラで有効になっていることを確認し、コント
ローラがアダプタのポートを介してアクセス可能であることを確認します。

[root@ESXiUCSA:~] esxcli nvme fabrics enable -p RDMA -d vmrdma0
NVMe already enabled on vmrdma0
[root@ESXiUCSA:~] esxcli nvme fabrics discover -a vmhba64 -l 50.2.84.100
Transport Type Address Family Subsystem Type Controller ID Admin Queue Max Size
Transport Address Transport Service ID Subsystem NQN
-------------- -------------- -------------- ------------- --------------------
----------------- -------------------- -------------
RDMA IPV4 NVM 65535 31
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50.2.84.100 4420
nq.210-06.com.purestorage:flasharray:2dp1239anjkl484
[root@ESXiUCSA:~] esxcli nvme fabrics discover -a vmhba64 -l 50.2.84.100 p 4420 -s
nq.210-06.com.purestorage:flasharray:2dp1239anjkl484
Controller already connected

Cisco Intersightを使用した RoCE v2インターフェイスの削
除

RoCE v2インターフェイスを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）]> [ポリシー（Policies）]に移動します。[フィルタの追加（AddFilter）]
フィールドで、[タイプ：LAN接続（Type: LAN Connectivity）]を選択します。

ステップ 2 RoCE V2構成用に作成された適切な LAN接続ポリシーを選択し、ポリシーリストの上部また
は下部にある削除アイコンを使用します。

ステップ 3 ポリシーを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 RoCE v2構成を削除したら、サーバプロファイルを再展開し、サーバを再起動します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


